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国
営
ほ
場
整
備
事
業

　
能
間
工
区
、
下
島
工
区
と
浜
改

田
西
部
工
区
で
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
能
間
工
区
の
工
事
入
札
が

不
落
と
な
っ
た
区
画
で
は
、
区
画

を
分
割
し
て
再
公
告
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
へ
の
対
策

　
燃
料
、
肥
料
は
国
の
支
援
策
へ

の
上
乗
せ
と
い
う
形
で
支
援
を
行

っ
て
お
り
、
飼
料
も
支
援
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
振
興

　
５
月
27
日
〜
６
月
11
日
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
拠
点
「
ご

め
ん
く
」
で
、
古
い
日
用
品
や
玩

具
な
ど
を
展
示
す
る
「
ご
め
ん
の

レ
ト
ロ
展
」
を
中
村
時
計
博
物
館

館
長
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

の
共
催
で
開
催
し
、
約
３
５
０
名

の
方
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
道
路

　
南
国
駅
前
線
（
第
２
工
区
）
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
設
計
業
務
を
発
注

し
ま
し
た
。
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開
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都
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計
画
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路

　
南
国
駅
前
線
（
第
２
工
区
）
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
設
計
業
務
を
発
注

し
ま
し
た
。

１
７
８
０
件
で
し
た
。

　
消
防
団
は
、
大
規
模
災
害
を
想

定
し
た
団
本
部
図
上
訓
練
と
遠
距

離
中
継
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
教
育

　
民
間
施
設
の
有
効
利
用
と
し

て
、
本
年
度
初
め
て
民
間
施
設
の

プ
ー
ル
を
使
用
し
て
、
長
岡
小
学

校
の
水
泳
の
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
、
他
の
学
校
に
拡
大
す

る
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

施
設
整
備

　
本
年
２
月
に
着
工
し
ま
し
た
、

日
章
小
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟

が
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
篠
小
学
校
の
高
圧
受
変
電
設
備

を
更
新
す
る
予
定
で
す
。

　
大
篠
、
長
岡
、
三
和
、
稲
生
各

小
学
校
の
体
育
館
は
、
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
新
図
書
館
は
、
昨
年
度
か
ら
進

め
て
き
ま
し
た
用
地
購
入
と
物
件

移
転
の
本
年
度
分
の
契
約
が
完
了

し
、
８
月
か
ら
本
格
的
に
造
成
工

事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

文
化
財

　
国
営
ほ
場
整
備
事
業
関
連
の
堀

ノ
内
工
区
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
は
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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０
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ら
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の
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契
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が
完
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し
、
８
月
か
ら
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的
に
造
成
工

事
に
着
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し
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ま
す
。

文
化
財

　
国
営
ほ
場
整
備
事
業
関
連
の
堀

ノ
内
工
区
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
は
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

　
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
と
し

て
、
７
月
に
市
内
８
カ
所
の
高
齢

者
教
室
で
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

し
、
延
べ
１
３
５
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

機
能
を
説
明
し
て
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
登
録
と
申
込
機
能
の
操
作

支
援
な
ど
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
市
の
サ
ー
ビ
ス
の
周
知

を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
政
Ｄ
Ｘ
は
、
職
員
の

業
務
手
順
・
負
担
を
可
視
化
す
る

全
庁
業
務
量
調
査
を
高
知
県
事
業

に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
５
月
末
日
分
か
ら
集
計
方
法
が

交
付
率
か
ら
保
有
率
に
変
更
さ

れ
、
７
月
末
現
在
の
保
有
率
は
、

全
国
で
71
．０
％
、
高
知
県
68
．４

％
、
南
国
市
65
．０
％
で
し
た
。
　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
Ｄ
Ｘ
推

進
な
ど
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と

行
政
事
務
の
効
率
化
の
実
現
に
必

要
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、
休
日

交
付
窓
口
の
開
設
な
ど
の
普
及
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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。

住
宅
耐
震
化

　
７
月
末
現
在
で
、
耐
震
診
断
が

32
件
、
耐
震
設
計
が
50
件
、
耐
震

工
事
が
44
件
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
工
事
が
14
件
で

し
た
。

老
朽
住
宅
除
却
事
業

　
５
月
か
ら
６
月
中
旬
ま
で
募
集

を
行
い
、
20
件
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

上
水
道

　
蔵
福
寺
島
地
区
の
水
道
管
布
設

工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
本
年
度

に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
十
市
西
地
区
と
三
畠
地
区
の
石

綿
管
布
設
替
え
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
三
畠
地
区
は
本
年
度
に
完
了

予
定
で
す
。

下
水
道

　
未
普
及
対
策
は
、
新
川
雨
水
幹

線
に
伴
う
後
免
町
商
店
街
の
汚
水

管
整
備
工
事
の
着
手
に
向
け
、
工

損
調
査
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
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す
。
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た
、
篠
原
土
地
区
画
整

理
事
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に
伴
う
雨
水
排
水
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は
、
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に
向
け
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進
め

て
い
ま
す
。
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に
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事

は
、
本
年
度
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了
に
向
け
て
進
め

て
い
ま
す
。

地
域
福
祉

　
令
和
５
年
度
南
国
市
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
に
か
か
る
対
象
者
の
方

に
、
プ
ッ
シ
ュ
型
給
付
の
支
給
決

定
通
知
書
約
４
８
０
０
件
と
返
送

を
要
す
る
支
給
要
件
確
認
書
約
３

６
０
０
件
を
送
付
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
必
要
な
方
が
速
や
か
に
給

付
金
を
受
け
取
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

児
童
相
談

　
令
和
４
年
度
の
こ
ど
も
相
談
係

へ
の
相
談
件
数
は
、
65
件
の
う
ち

19
件
が
児
童
虐
待
相
談
で
あ
り
、

令
和
３
年
度
の
43
件
よ
り
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
国
市
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
対
応

す
る
児
童
虐
待
案
件
は
、
７
月
末

現
在
で
26
件
で
あ
り
、
昨
年
よ
り

13
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
と
も
に

減
少
傾
向
で
す
が
、
引
き
続
き
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

丁
寧
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

活
動
状
況

　
本
年
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の

出
動
状
況
は
、
火
災
出
動
は
昨
年

よ
り
１
件
多
い
21
件
、
救
急
出
動

は
、
昨
年
よ
り
も
１
２
３
件
多
い
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ま
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で
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が
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と
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を
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が
ら
、
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活
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状
況

　
本
年
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の

出
動
状
況
は
、
火
災
出
動
は
昨
年

よ
り
１
件
多
い
21
件
、
救
急
出
動

は
、
昨
年
よ
り
も
１
２
３
件
多
い

急
変
し
た
世
帯
な
ど
に
、
円
滑
な

給
付
が
行
え
る
よ
う
広
報
な
ど
に

努
め
ま
す
。

災
害
廃
棄
物

　
県
内
で
災
害
廃
棄
物
処
理
広
域

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

災
害
発
生
時
の
廃
棄
物
の
適
切
で

迅
速
な
処
理
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
地
域
特
性
や
既

存
施
設
の
処
理
能
力
を
考
慮
し
た

各
ブ
ロ
ッ
ク
を
越
え
た
新
た
な
枠

組
で
の
検
討
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
災
害
廃
棄
物
処
理
広
域
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会
幹
事
会
が
設
置
さ

れ
、
本
市
も
幹
事
市
と
し
て
参
加

し
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
８

月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
幹
事
会
で

は
、
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
場
候
補

地
案
の
選
定
に
向
け
た
取
組
な
ど

を
協
議
し
ま
し
た
。

道
路
な
ど
の
新
設
・
改
良
・
修
繕

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
を
活
用
し
て
、
主
要
な
幹
線
道

路
12
路
線
の
整
備
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
補
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事
業
で
は
、
継
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し
た
橋

梁
の
定
期
点
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や
前
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ま
で
の
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検
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の
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、
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で
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点
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や
前
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ま
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に
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、
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工
事
や
架
替
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

２
億
１
７
３
４
万
２
千
円
の
減
で

し
た
。

市
税
徴
収

　
令
和
４
年
度
の
市
税
徴
収
実
績

は
、
徴
収
額
62
億
１
７
４
３
万
円
、

徴
収
率
98
．27
％
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
、
徴
収
額
で
１
億
５
４
８

０
万
円
の
増
収
、
徴
収
率
は
０
．02

ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
が
堅
調
に
推
移
す
る

中
、
た
ば
こ
税
も
増
収
で
、
特
に
、

固
定
資
産
税
は
現
年
課
税
分
で
１

億
１
７
３
０
万
円
の
増
収
で
し
た
。

滞
納
繰
越
分
の
徴
収
率
は
40
．06
％

で
、
南
国
・
香
南
・
香
美
租
税
債

権
管
理
機
構
の
成
果
も
あ
り
、
高

い
水
準
を
保
っ
て
い
ま
す
。

産
後
ケ
ア

　
新
し
く
利
用
で
き
る
施
設
を
追

加
し
、
訪
問
型
・
宿
泊
型
に
加
え

て
、
日
中
も
利
用
で
き
る
通
所
型

も
併
せ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
出
産
後
の
母
親
が
、

安
心
し
て
楽
し
く
育
児
が
で
き
る

よ
う
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険

　
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
第
９
期
事
業
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財
政
状
況

　
令
和
４
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、
普
通
建
設
事
業
費
の
減

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
の
影
響
に
よ
る
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ

り
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
大
幅
な

減
額
で
し
た
。
歳
入
総
額
は
対
前

年
度
比
33
億
７
８
９
３
万
９
千

円
、
11
．８
％
減
の
２
５
３
億
７
０

４
６
万
７
千
円
、
歳
出
総
額
は
対

前
年
度
比
31
億
３
５
１
万
９
千

円
、
11
．３
％
減
の
２
４
４
億
９
９

９
万
２
千
円
で
、
実
質
収
支
は
６

億
６
５
５
８
万
４
千
円
の
黒
字
で

し
た
。

　
ま
た
、
地
方
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借
入
残
高
は
令

和
４
年
度
末
で
、
対
前
年
度
比
７

５
１
７
万
６
千
円
、
0.3
％
増
の
２

３
８
億
１
１
６
２
万
１
千
円
で
し

た
。
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
86
．４
％
で
対
前

年
度
比
4.3
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
り
、

公
債
費
負
担
の
健
全
度
を
示
す
実

質
公
債
費
比
率
は
8.2
％
で
対
前
年

度
比
0.4
ポ
イ
ン
ト
の
増
で
し
た
。

　
本
年
度
の
普
通
交
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税
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対

前
年
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千
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、

2.1
％
減
の
40
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万
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で

し
た
。
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財
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は
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で
対
前
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比
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ン
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本
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度
の
普
通
交
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税
は
、
対

前
年
度
比
８
８
７
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万
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千
円
、
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ま
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、
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比
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円
、
56
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％
減
の
１
億
１
１

７
万
２
千
円
と
な
り
、
合
計
で
は

計
画
策
定
に
向
け
て
、
８
月
２
日

に
第
１
回
南
国
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
推

進
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
昨
年

度
実
施
し
た
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」、「
在
宅

介
護
実
態
調
査
」
そ
の
他
の
調
査

結
果
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
後
の

介
護
給
付
費
の
見
込
み
や
、
第
１

号
被
保
険
者
保
険
料
の
設
定
な
ど

の
作
業
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
望
む
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
を
支
援
す
る
取
組
の

協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

給
付
金

　
児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円

の
給
付
を
行
う
、
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
は
、
令
和
５

年
３
月
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
た
ひ
と
り
親
世
帯
と
令
和
４
年

度
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
の
対
象
で
あ
っ

た
世
帯
に
対
し
て
プ
ッ
シ
ュ
型
の

給
付
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
申
請
を
要
す
る
児
童

手
当
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
高

校
生
の
み
を
養
育
す
る
非
課
税
世

帯
、
新
た
に
出
生
し
た
児
童
が
い

る
非
課
税
世
帯
、
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
、
本
給
付
金
の
受
給
要

件
に
該
当
す
る
程
度
ま
で
家
計
が

計
画
策
定
に
向
け
て
、
８
月
２
日

に
第
１
回
南
国
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
推

進
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
昨
年

度
実
施
し
た
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」、「
在
宅

介
護
実
態
調
査
」
そ
の
他
の
調
査

結
果
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
後
の

介
護
給
付
費
の
見
込
み
や
、
第
１

号
被
保
険
者
保
険
料
の
設
定
な
ど

の
作
業
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
望
む
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
を
支
援
す
る
取
組
の

協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

給
付
金

　
児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円

の
給
付
を
行
う
、
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
は
、
令
和
５

年
３
月
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
た
ひ
と
り
親
世
帯
と
令
和
４
年

度
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
の
対
象
で
あ
っ

た
世
帯
に
対
し
て
プ
ッ
シ
ュ
型
の

給
付
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
申
請
を
要
す
る
児
童

手
当
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
高

校
生
の
み
を
養
育
す
る
非
課
税
世

帯
、
新
た
に
出
生
し
た
児
童
が
い

る
非
課
税
世
帯
、
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
、
本
給
付
金
の
受
給
要

件
に
該
当
す
る
程
度
ま
で
家
計
が

広報なんこく 令和５年10月号2広報なんこく 令和５年10月号 3


